
 

 

大阪市立図書館が購入した新しい本の中から、図書館員のおすすめの本を紹介します。 

 

     ･･･字が大きめ         ･･･中高生にも          ･･･図・写真が多い 

 

 ※価格のあとの（ ）内の番号は、大阪市立図書館書誌 IDです。 

 橋爪節也の大阪百景 

橋爪節也 著 

創元社 

1800円 （0014822980） 

 

大阪百景とは、『浪花百景』という江戸時代の風景錦絵になぞらえている。

この本は大阪にまつわる絵や写真について、大阪生まれの著者ならではの目

線でつづった、100回分の情報誌の連載をまとめたものだ。街中で出会う像

やモニュメント、大阪ゆかりの小説や文楽などの演目に登場する場所も紹介

され、実際に訪れてみたくなる。万博や通天閣、田辺聖子など親しみやすい

トピックをきっかけに、大阪という都市への理解が深まり愛着が増す。

〔291.63〕 

 

 かわいい江戸の絵画史 

金子信久 監修 

エクスナレッジ 

1800円 （0014842786） 

 

江戸時代に描かれた「かわいい」絵画を、美術館学芸員である著者が軽妙

な語り口で解説する。かわいさの表現にもさまざまな手法があり、子犬を忠

実に表現した円山応挙、怖いはずの虎を単純化とデフォルメで愛らしく描い

た俵屋宗達など、多彩な作品を採り上げる。猿を描くため山にこもり観察し

た結果、自分も猿の動きができるようになった画家の逸話など、描いた人物

にも興味がわく。専門知識がなくても楽しめ、色彩豊かな絵画を眺めるだけ

で心がなごむ。〔721〕 

 

 

 

令和 3年 1 月号  
大阪市立図書館 「あなたにこの本を！」選定委員会 

ジャンル：大阪にゆかりの本 

ジャンル：暮らしにうるおいを 



月刊 あなたにこの本を！ 令和３年 1月号 

知りたい！ネコごころ 

高木佐保 著 

岩波書店 

1200円 （0014819316） 

 

ネコは何を考えているのだろうか。そんな疑問をきっかけにネコの心理学の道に進んだ著者が、自

身の研究について生き生きと語る。ネコが音から物体の存在を推理できることを実証した実験を含

め、様々な成果に至るまでの過程が丁寧に解説され、興味深い。調査活動でネコカフェを巡った裏話

や、気まぐれなネコに対する実験の工夫など、研究の面白さや臨場感が伝わるエピソードが満載だ。

自分が好きなことを突き詰める著者の姿に、知的好奇心を刺激される。〔645.7〕 

スゴ母列伝 －いい母は天国に行ける ワルい母はどこへでも行ける－ 

堀越英美 著 

大和書房 

1500円 （0014832609） 

 

個性的な育児をした古今東西のすごい母たちを「スゴ母」と定義し、破天荒な生きざまとぶれない

子育て法を紹介する。ノーベル賞を二度受賞した科学者マリー・キュリーは、体育を重視し、娘たち

に乗馬やスキーなどを一通り体験させた。芸術家岡本太郎の母・かの子は、夫婦関係の悩みを幼い息

子に相談し、一人前の男として接した。自分を貫き弱さもさらけだす不器用な母親像は、良妻賢母の

通念を軽やかに飛び越える。ユーモラスで歯切れの良い語り口が爽快だ。〔280.4〕 

中高年ひきこもり 

斎藤 環 著 

幻冬舎 

800円 （0014810619） 

 

中高年のひきこもりは年々増加し、80代の老親が 50代の子を世話する「8050問題」も深刻化

している。ひきこもり研究の第一人者である精神科医が、偏見や誤解を丹念に解きほぐし、現状と対

策を解説する。議論でなく挨拶や簡単なお願い事で対話を続ける等、家族が接するための具体的な方

法も示され分かりやすい。恥として排除せず「ひきこもりもいる明るい社会」を目指すべきと説き、

医師の視点にとどまらず幅広い支援を追求する姿勢に目が開かれる。〔367.9〕 

 

 

 

 

ジャンル：知識・教養を深める 

ジャンル：現代社会を見つめる 

ジャンル：生き方・考え方に学ぶ 

「あなたにこの本を！」に選んだ図書の書誌データと紹介文を、オープンデータ

として公開しています。 

1冊ずつにジャンルと紹介文をつけていますので、ご活用ください。 

https://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=413 

大阪市立図書館では、図書館で受け入れた一般成人向け新刊図書から、「あなたにこの本を！」選定

委員会で推せんする図書を選び、｢月刊あなたにこの本を！」を発行しています。生涯学習に役立つ

よう、また、多くの人々に読書に親しんでいただけるよう、幅広い視点で図書を選んでいます。 

 

バックナンバーは大阪市立図書ホームページ「あなたにこの本を！」でご覧いただけます 

 

 


